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Abstract
Thispaperclarifiesthepointsthathavenotyetbeenpaidattentiontothespecialtyoffacilitystaff
throughtheexaminationofpreviousresearchonthespecialtyoffacilitystaffinChildren'shomeand
presentsitasafuturetask.Twopointsarepointedoutfromtheexaminationofthepreviousresearch
onthespecialtyofthestaffoftheChildren'shome.First,thereislittleresearchontheexpertiseoffacil-
itystaffinChildren'shome.Second,theprocessofhowtheexpertiseoffacilitystaffisformedhasnot
yetbeenelucidated.Basedonthesepoints,inthisstudy,theprocessofformingthespecialtyoffacility
staffisregardedastheprocessofcompetenceformation,andtoclarifytheprocess,itisa“placeofprac-
tice”fromtheviewpointofadulteducationtheory.Itpresentsattentionto“In-formaleducation”in
“Dailylife”.

要旨
本稿は、児童養護施設における施設職員の専門性に関する先行研究の検討を通して施設職員の専

門性におけるまだ着目されてないところを明らかにし、今後の課題として提示している。児童養護
施設の施設職員の専門性に関する先行研究の検討から２つを指摘している。第１に、児童養護施設
の施設職員の専門性に関する研究が少ないことである。第２に、施設職員の専門性はどのように形
成されているのか、そのプロセスはまだ解明されていない。これらの指摘を踏まえて本研究では、
児童養護施設の施設職員の専門性の形成のプロセスを力量形成過程として捉え、そのプロセスを明
らかにするために欧米の成人教育理論の視点から「実践の場」である「日常」における「インフォ
ーマル・エデュケーション」へ注目することを提示している。

１．問題意識－児童養護施設における子どもた
ちの特性

児童養護施設は、児童福祉法に基づき、保護
者の養育を受けることが出来ない子どもを「子
どもの最善の利益」の理念のもとに、保護者に
代わって施設職員が子どものための様々な支援
を行う児童福祉施設である。
厚生労働省（2020）によると、児童養護施設

への養護問題発生理由は「虐待」とされる「放任・

怠だ」「虐待・酷使」「棄児」「養育拒否」が最も
の理由として挙げられており（45.2％）、続いて
保護者の精神疾患（15.6％）と破産等の経済的
理由（4.9％）等が挙げられている１。
児童養護施設は、上記の理由から入所した子
どもたちが施設職員と共に生活をしている場所
であるが、児童養護施設で暮らす子どもたち
は、虐待等による心の傷から行動や情緒に問題
（坪井裕子，2005）が多く見られ、それによる
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様々な「問題行動」を起こすと言われている。
佐藤（2019）は、児童養護施設の入所児童の

「問題行動」として『「性的な問題」「人前で自分
の性器をいじる」などといった性的なもの、「放
火する」「家の外で盗みをする」「家の中で盗み
をする」などといった非行、触法のもの、「人に
暴力をふるう」「家族や他人の持ち物を壊す」「人
をおどす」「器物破壊」「動物を虐待する」「他人
に残酷で、いじめたり、いじわるしたりする」
といった攻撃性のもの、「酒を飲んだり、病気の
ためでなく薬を使っている」「わざと自分を傷つ
けたり、死のうとしたりする」「医学的な原因が
みつからない身体的な問題」「家出をする」』こ
とを挙げており、これらの「問題行動」は、職
員が「一人では対応が困難」な行動であること
を量的調査から明らかにしている。
これらの「問題行動」は、様々な形で施設環

境への影響も及ぼす。稲富・赤間（2021）は、
被虐待児と発達障害児の入所による施設環境へ
の影響について、「他児の問題行動の増加、質の
変化、生活の乱れやケアの効果が上がりにく
い」「児童の集団治癒力の低下、他児の愛情・承
認欲求の増加」を他児への影響として挙げてい
る。また、「医療機関や児相等の通院、通所の機
会が増えた」「既定の勤務時間内で対応すること
が困難な場合がある」「職員の疲弊度合いが大き
くなった」「通常の日課で対応することが困難な
場面がある」ことが職員の負担の増加の影響へ
つながっていると量的調査から指摘している。
児童養護施設で暮らす子どもたちは、以上の

ような特性が良くみられるが、施設職員はこの
ような特性を有している子どもたちに対してど
のように支援を行わなければならないのか。つ
まり、児童養護施設の施設職員に求められる専
門性とはなにか。
児童養護施設は、同じ児童福祉施設である保

育園等で従事する保育士とはまた違う専門性が
求められる（青木幹生・奥典之，2021）。児童養

護施設の保育士や児童指導員といった施設職員
は、子どもを深く理解することや、やりがいも
ある対人支援の専門職ではあるが、職員の心労
も多く、それに伴う力量も問われる（厚生労働
省，2012）。
虐待等の理由から保護者からの養育を受ける
ことができなく、心に傷を抱えている子どもた
ちの心や日常生活を支える専門性とは何か。以
下、児童養護施設の施設職員の専門性に関する
先行研究の検討を行う。

２．児童養護施設の職員の専門性に関する先行
研究の検討
児童養護施設で暮らす子どもたちの特性に対
して施設職員はどのような支援を行わなければ
ならないのか。換言すれば、どのような専門性
が求められるのか。
髙井・森（2015）は、「虐待経験のある子ども
は、その経験がゆえに、人間関係を潤滑に取る
のが困難な場合が多く、試し行動が見られた
り、言葉や身体による暴力により気を引こうと
したり、気持ちを表現することもある」と指摘
しながら「このような子どもに対応する保育士
や児童指導員は、それがために専門的な知識と
技術、高い倫理観をもって職務にあたる必要性
がある」と述べている。
これに関して山口（2019）も「それまでの家
庭生活で乱れた子どもの生活リズムや生活習慣
の立て直しなど、施設職員には子どもに対して
社会生活上の規範やルールを伝えることが期待
されている」と述べながら、施設職員の役割と
は「進学や学力形成の支援だけではない」と指
摘している。
これらの研究では、様々な事情や背景をもっ
ている子どもを十分に理解した上での支援を行
うことが施設職員に求められる専門性として捉
えているが、子どもの様々な事情や背景を十分
踏まえたうえで、より子どもの個々人へのアプ

１ その他に、「母の拘禁（3.7％）」「母の行方不明（2.6％）」「母の入院（2.3％）」「母の就労（2.2％）」「父の就労
（2.1％）」等が養護問題発生理由として挙げられている。詳細な項目については、厚生労働省「児童養護施設入所
児童等調査の結果（平成30年２月１日現在）」を参照。（https://www.mhlw.go.jp/content/11923000/000595122.pdf）
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ローチを重視することが施設職員に求められる
専門性として捉えている研究もある。
宮﨑・大月（2018）は「施設職員は彼らに施

設集団生活への順応を高めさせながらも、彼ら
一人ひとりの特性に応じた関りや自立に向けた
個別的な課題解決が必要とされている」と述べ
ている。つまり、児童養護施設の子どもたちの
「年齢や性別を問わず、子どもの個々のニーズ
を考慮し、将来を見捉えた目標を持った支援」
である「オーダーメイドの支援」（谷口，2011）が
必要である。
以上の研究に対して、支援における「連携」

や「研修制度の確立」の重要性について述べて
いる研究も見られる。
高橋（2011）は「様々な文脈を抱える子ども

がともに生きる場である」ことから「教育機関、
行政機関、医療機関、地域、家庭など、さまざ
まな支援基盤が子どもに対して働きかけ」を行
うという支援における連携の重要性について言
及している。つまり、施設職員における「マネ
ジャー」の役割である。
垂水ら（2009）は、「職員の職場への定着」

「児童指導員の仕事のやりがいや充実感」「児童
指導員の職務内容の明確化と専門性向上のた
め」には「研修体制の確立が求められる」と施
設職員の専門性における研修制度の確立へ注目
をしている。
以上、児童養護施設の施設職員の専門性に関

する先行研究の検討を行ったが、先行研究の検
討から以下の２つを指摘したい。
第１に、児童養護施設の施設職員の専門性に

関する今までの研究の数が少ないことである。
さらに、数少ない研究の中でも多くが量的調査

からであり、質的調査は極めて少ない。
第２に、今までの児童養護施設の施設職員の
専門性に関する先行研究では、「子どもの特性
を十分理解した上での子ども個々人への支援」
や「連携」、「研修」といった施設職員が持つべ
き姿勢やあり方に着目している。これらの研究
は大きな意義をもっているが、施設職員に求め
られる専門性の姿勢といったものは、どのよう
なプロセスを経て形成されるのか、といった施
設職員における専門性の形成のプロセスに着目
した研究はなく、そのプロセスはまだ解明され
ていない。

３．児童養護施設の「施設職員」の力量形成過
程における「日常」と「インフォーマル・
エデュケーション」への注目
以上、児童養護施設の施設職員の専門性に関
する先行研究の検討から、①施設職員の専門性
に関する研究の数が極めて少ないこと、②先行
研究で述べられていた施設職員の専門性という
のはどのように形成されるのか、がまだ解明さ
れてないことの２つを指摘した。この中で２つ
目の指摘は、高橋・槙石（編）（2015）の対人支
援者の専門性形成における研究の視点に立った
指摘である。
高橋・槙石らは、欧米の成人教育理論の視点２

から対人支援者の専門性を明らかにしている。
具体的に、対人支援者の専門性は「実践の場に
おける相互作用のなかで形成される」という立
場から「インフォーマル・エデュケーション３」
に注目し、「看護・福祉職」、「子ども・若者支援
職」、「社会教育職」４の対人支援者の専門性と力
量形成、実践コミュニティの変容プロセスを明

２ ここでは、個体主義である＜獲得＞や＜省察＞を通しての成人教育理論の立場ではなく、＜実践コミュニティへ
の参加＞を通した成人教育理論の立場をとっている。

３ 高橋満・槙石多喜子（編著）は、フォーマル・エデュケーションを「労働の場から離れて、典型的には、学歴資
格や職業資格と結びつき、教室の場で行われる組織化された学習」「＜獲得としての学習＞というパラダイムにも
とづく伝統的な教育、教授学習過程」として説明しており、「ノンフォーマル・エデュケーションとインフォーマ
ル・エデュケーションは多義的である」と指摘した上で「資格に結びつくことのない、意図的で、組織的な教育、
具体的には、労働から離れての研修や訓練をノンフォーマル・エデュケーションとして、意図的だが、非組織的
なインフォーマル、他の諸活動の副産物として生じる無意図的なインシデンシャル・エデュケーション」として
それぞれ区別をしている。本稿での「インフォーマル・エデュケーション」は高橋らが整理しているものとして
捉える。
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らかにしている。筆者も、高橋・槙石らが述べ
ている「対人支援者の専門性は「実践の場にお
ける相互作用のなかで形成される」」という立場
から「実践の場」における「インフォーマル・
エデュケーション」に注目して、児童養護施設
の施設職員の力量形成過程を解明したい。しか
し、まずは以下の２つについて指摘を行いた
い。
１つ目は、児童養護施設の施設職員の専門性

における「実践の場」をどう捉えるのかである。
高橋・槙石らは、対人支援者の専門性は、「実践
の場における相互作用のなかで形成される」と
述べているが、対人支援者における「実践の場」
は、「実践」の「内容」や「対象」が異なるた
め、当然ながらそれぞれの「実践の場」のとら
え方も異なってくる。では、児童養護施設の施
設職員の「実践の場」をどのように捉えること
ができるのか。楢原（2021）は、「実践コミュニ
ティ」や「実践の場」については意識していな
いものの児童養護施設の施設職員の専門性を
「日常のなかの専門性」として捉えている。具体
的に、児童養護施設で暮らす多くの子どもたち
は「過去の被虐待経験や極度の貧困生活、施設
にいることや親と暮らしていないことなど、社
会の多数派とは異なる状況に負い目や引け目を
感じ、「自分は普通ではない」「普通でありたい」
という感覚をどこかで抱いている」と述べなが
ら、施設職員は、そうした子どもたちに「毎日
の生活を通して所属感、自己肯定感、信頼感と
いった感覚を育んでいくことが重要」であると
指摘し、施設職員の支援の場というのは「毎日
の日常生活の場面から生じる」と述べている。
つまり、児童養護施設の施設職員は「子どもた
ちの日常を世話するプロフェッショナル」（森
田，2006）であることから、児童養護施設の施
設職員の力量が形成される「実践の場」は、日々
施設職員が子どもたちを世話し生活を共有して
いる「日常」として捉えることが出来る。した
がって筆者は、児童養護施設における「実践の

場」である「日常」を「「日常」の場面や生活の
中から生じる「子どもと施設職員の相互関係性」
とそれに伴う「施設職員間の相互関係性」」とし
て捉え、その「日常」における「インフォーマ
ル・エデュケーション」がどのような役割を果
たしているのかに注目して、施設職員の力量形
成過程を明らかにしたい。
２つ目は、本稿で捉えている「日常」におけ
る対象者の設定である。本稿では「力量が形成
される実践の場」を「子どもと施設職員間の関
係性とそれに伴う施設職員間の関係性から成り
立つ日常」として捉えている。しかし問題は、
ここでいう施設職員は「誰」なのかである。児
童養護施設の施設職員は、施設長、保育士、児
童指導員、臨床心理士、家庭支援専門相談員、
自立支援担当職員、自立支援コーディネータ
ー、里親支援専門相談員、栄養士や調理員、事
務員等、それぞれの分かれており、チームとな
って子どもたちの支援を行ってはいるが、その
役割や支援の内容はそれぞれ異なる。今までの
先行研究では、施設職員の役割が異なる中でど
の施設職員に焦点を置いての専門性なのか、を
はっきりと区別しないまま論述している研究が
見られる。したがって本研究では、どの施設職
員に着目するのかを具体的に設定する。本研究
の問題意識からすると子どもとの多くの関わり
をもつ施設職員に焦点を置きたいが、施設職員
の中に「子どもの日常生活」に多く関与してい
る職員は、「保育士」と「児童指導員」である。
「保育士」と「児童指導員」は、子どもの登園
（校）の支度から子どもたちが生活をしている場
所の掃除、子どもと一緒に食事を取る、遊ぶ、
勉強するといった朝から夜まで施設内での生活
全般の「日常」を保護者の代わりとして担って
いる。そのため、本研究における施設職員の対
象者に子どもと多く関りを持っている「保育士」
と「児童指導員」を設定したい。また「保育士」
と「児童指導員」は、制度上としては資格が分
かれているが、殆どの児童養護施設の現場では

４ 具体的に、看護師、保健師、ソーシャルワーカー、保育者、学童保育・児童館における支援者、青少年施設の職
員、図書館司書、博物館職員、公民館職員を対象としている。
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子どもの日常生活全般を「保育士」と「児童指
導員」が資格区分なしで担っている現状である。
そのため本研究では、「保育士」と「児童指導員」
を合わせて「」を付けた「施設職員」として表
現し、他の施設職員との区別も行う。

４．まとめ：本稿の限界と今後の課題
本稿は、児童養護施設の施設職員の専門性に

関する先行研究の検討をまとめたものであり、
先行研究の検討から以下の２つを指摘してい
る。
第１に、児童養護施設の施設職員の専門性に

関する先行研究の数は極めて少ないことであ
る。
第２に、今までの児童養護施設の施設職員の

専門性に関する先行研究では、施設職員が持つ
べき姿勢やあり方を専門性として捉えており、
その専門性はどのように形成されるのかといっ
たプロセスはまだ解明されていない。
以上の先行研究の検討からの指摘を踏まえて

本稿では、施設職員の専門性の形成プロセスを
力量形成過程として捉え、その力量形成過程を
明らかにするために欧米の成人教育理論である
「実践の場」における「インフォーマル・エデュ
ケーション」へ注目することを述べた。その上
で、以下２つについても述べている。１つ目
に、ここでいう「実践の場」を「「日常」の場面
や生活の中から生じる「子どもと施設職員の相
互関係性」とそれに伴う「施設職員間の相互関
係性」として捉え、その「日常」における「イ
ンフォーマル・エデュケーション」がどのよう
な役割を果たしているのかへ注目して施設職員
の力量形成過程を明らかにしたい。２つ目に、
本研究では、子どもと「日常」生活を共有する
「保育士」と「児童指導員」を「」を付けて「施
設職員」として表現し、研究対象者として設定
することを述べた。
以下、本稿における限界と今後の課題を示し

たい。
本稿では、児童養護施設の施設職員の専門性

に関する先行研究の検討から施設職員の専門性
における力量形成過程がまだ解明されてないこ

とを指摘し、「施設職員」の力量形成過程を解明
するため、「日常」における「インフォーマル・
エデュケーション」へ注目すると述べている。
つまり本稿は、児童養護施設の施設職員の専門
性に関する先行研究の検討の指摘からまだ解明
されてないところへの注目に留まっており、具
体的に本稿で注目している「実践の場」と「イ
ンフォーマル・エデュケーション」についての
理論的検討は不十分である。これが本稿におけ
る限界であり、今後の課題でもある。したがっ
て、本研究における今後の課題を２つ挙げた
い。
１つ目に、本研究における理論的視点の確立
である。本稿で注目する「実践の場」と「イン
フォーマル・エデュケーション」についての理
論的検討を通して本研究における理論的視点を
具体的に確立する。
２つ目に、「施設職員」へのインタビュー調査
及び分析を行うことである。
以上の２つの課題を今後遂行することによ
り、児童養護施設における「施設職員」の力量
形成過程を明らかにしたい。
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